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【前週レビュー】 ◼ 先週レポートで≪１１５円の上値抵抗感は継続しており、同水準を上抜くまでは、

１１２円～１１５円の狭いレンジ相場が継続見通し。一方、１１５円を上抜いてく

ると、１１８円～１２０円が視野に入る。

◼ ～中略）。バイデン大統領が牽制しているガソリン高抑制政策の行方にも注意。

インフレの行方が金利に影響を与える。また、今週は、米FRB関係者の発言予

定が相次ぎ、出口戦略・インフレに対する思惑で左右されそう。≫としたが、先

週は、市場予想を上回る米経済指標の発表が相次ぎ、米景気への楽観が広

がり、米長期金利が上昇、日米金利差の拡大観測から円売り・ドル買いが優勢

になったが、心理的節目１１５円は抜けず。

◼ 感謝祭までには次期ＦＲＢ議長が選ばれると報じられており、よりハト派色が強

いブレイナード理事選任の可能性も意識され、急ピッチなドル高に警戒感が出

た。

◼ 先週末のドル円は、オーストリア政府は１９日、２２日から全土でロックダウン

（都市封鎖）を実施すると発表。ドイツなど主要国でも厳しい規制が導入される

との見方もあり、欧州の景気回復が遅れるとの警戒感から相対的に安全な資

産とされる米国債は買われ、19日の米長期金利は低下した。日米金利差縮小

から円買いドル円売りの展開。

◼ ＣＦＴＣ建玉明細（１１/１６現在）は、９３,１２６枚の売り越し。前週（１０５,３５１枚

の売り越し）から縮小。

１１５円が上値抵抗
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【今週見通し・戦略】

ＦＯＭＣ人事と、原油高
政策と、欧州コロナ再拡
大の動きが注目

◼ 米国のインフレ率が約３０年ぶりの高水準に達し、雇用増のペースも加速する

中、１９日は連邦準備理事会（ＦＲＢ）当局者から景気支援策の早期終了を示

唆する発言が相次いだ。

◼ クラリダＦＲＢ副議長は、インフレ上振れリスクが存在し、経済は「非常に力強く

推移している」とし、１２月のＦＯＭＣでテーパリングのペース加速を討議するこ

とが「極めて適切となる可能性がある」と述べた。

◼ ウォラーＦＲＢ理事は、持続的な高インフレや堅調な雇用の伸びを踏まえ、ＦＲ

Ｂはテーパリングのペースを加速させ、予想よりも早期に利上げを実施する用

意を整える必要があるとの見解を表明。来年１月にテーパリングのペースを倍

増させ、４月に完了させた上で、第２・四半期に利上げに着手する案に支持を

表明した。

◼ セントルイス地区連銀のブラード総裁も景気支援策の解除に向けた動きの加

速を提唱しており、次回ＦＯＭＣ（１２/１４-１５）で討議される可能性が浮上して

いる。

◼ 一方、欧州は新型コロナウイルス感染再拡大で、ユーロ売り・ドル買い、ユーロ

売り・円買いが続いており、ユーロの底打ち感は出ていない。ＦＲＢとＥＣＢの金

融政策に関するスタンスの違いからドル買い、ユーロ売りの流れは継続。

◼ ＦＲＢ人事は、ブレイナード理事選任の場合は、ドルの上値は一旦は、抑えられ

易いか？感謝祭を前にポジション調整も進みやすい。

◼ １１５円の上値抵抗感を上抜くまでは、１１２円～１１５円の狭いレンジ相場が継

続見通し。一方、１１５円を上抜いてくると、１１８円～１２０円が視野に入る。
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～ 貴金属市場（金：GOLD）～

◼ 先週レポートで≪内外共に２０２０年高値を起点とした下降トレンドを上抜き、

中長期トレンドは上昇に転じてきた。今後、臨時増し証拠金や証拠金引き上げ

措置などで、一時的に、利食いの動き・踏み上げ等が出ても、押し目買い基調

に変化はない。～中略）。今週は、米FRB関係者の発言予定も相次ぎ、出口戦

略に対する思惑に伴う金利動向にも注意したい。≫としたが、先週のＮＹ金（１

２月限）は、インフレ懸念が支援要因だが、足元で5カ月ぶりの高値圏で推移し

調整売りが出やすかった中、米国債の利回り上昇や、米フィラデルフィア地区

連銀業況指数の上昇などを受けた早期引き締め観測を背景とした利食い売り

に上値を抑えられた。

◼ 先週末のＮＹ金（１２月限）は、続落した。ウォラーＦＲＢ理事やクラ

リダＦＲＢ副議長は資産購入ペースの縮小を早めることに前向きで、来

年に早期利上げを実施するのではないかとの思惑から物価上昇率の加速

が抑制される可能性が意識された。

◼ 欧州で新型コロナウイルスが流行していることも圧迫要因。オーストリ

アでは感染拡大を抑制するため２２日から都市封鎖を再導入するほか、

全国民にワクチン接種を義務付ける。ドイツでは都市封鎖の再導入を含

めてあらゆる選択肢が検討されており、消費を急減速させ、世界的なイ

ンフレ圧力を後退させる可能性が嫌気された。

◼ ＣＦＴＣ建玉明細（１１/１６現在）は、２５９,７８０枚の買い越し。前週（２５０,１

８１枚の買い越し）から拡大

【前週レビュー】

インフレ観測
ＶＳ

利上げ観測
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◼ 内外共に２０２０年高値を起点とした下降トレンドを上抜いてきた。利食いの動

きから調整しても、１８１５ドル～２００日移動平均線を維持する限り、中長期の

押し目買い基調に変化はない。

◼ インフレが金融市場のテーマになってきた。１０月の米消費者物価指数は、前

年同月比６．２％上昇と、１９９０年１１月以来約３１年ぶりの高い伸びとなった。

インフレは一時的との認識を続けている米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が、早

期の利上げを開始せざるを得ず、利上げとインフレが景気を圧迫するのではな

いか？との警戒感も高まっている。

◼ 米ＣＰＩ発表以降、米長期金利は再上昇したが、上値は限定的となっている。米

国ではコロナ対応の大規模な財政出動は一巡し、今後３カ月間（１１月～２０２

２年１月）の国債発行額は減少計画だ。ＦＲＢがテーパリングを開始したことで、

年末年始にかけて、米債券需給は、「金利低下・債券高」圧力がかかりやすい

時間帯だ。

◼ インフレ圧力の高まりがＦＲＢの想定通り、落ち着きを見せてくるようなら、緩や

かな利上げに向けて、ゴルディロックス（適温相場）が続き、「債券上昇・金利

下落」⇒「株買い・金買い」シナリオが想定される。

◼ 一方、ＦＲＢの想定以上にインフレが進行・もしくはインフレ懸念が高まりを見せ

た場合、利上げの前倒し懸念からの「金利上昇・債券下落」が予想される。エ

ネルギー価格上昇が、スタグフレーション（物価上昇と景気停滞）に陥るリスク

が警戒され始めると、「悪い金利上昇」からの「株価下落、金の強い上昇シナリ

オ」も浮上してくるだろう。それらを見極めるうえでも、原油価格動向が注目だ。

ＦＲＢ人事に伴う金利動向にも注意したい。

【今週見通し・戦略】

インフレ動向・ＦＲＢ
人事が焦点
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～ 貴金属市場（白金：Platinum）～

◼ 先週レポートで≪９月安値を中心とした左右相似形を形成しており、フラクタルな

状況が継続するなら、６月～７月に保合ったような流れとなる。次に変化が起こり

やすい基本数値・対等数値の時間帯は、１１月２２日の週に集中する。「金・白

金」の鞘は、金買い・白金売りの状態だが、逆張り圏の動き。

◼ 環境問題から電気自動車（ＥＶ）への移行が進む見通しであることは、白金系貴

金属の自動車触媒需要減少要因だが、米中間選挙・大統領選挙の結果次第で、

米国の姿勢が急変するリスクも残っている。≫としたが、先週のＮＹ白金（１月

限）は、インフレ懸念を背景とした金堅調につれ高となったが、買い一巡後は、株

安や、欧州の新型コロナウイルスの感染増加、米早期引き締め観測に対する警

戒感が嫌気された。

◼ 先週末のＮＹ白金（１月限）は、続落。欧州で新型コロナウイルスが再び流行し、

経済活動の正常化見通しが曇っていることが嫌気された。感染爆発に見舞われ

ているオーストリアでは流行を抑制するため２２日から都市封鎖を再導入するほ

か、全国民にワクチン接種を義務付ける。同国のワクチン接種率は約６５％。ド

イツでも感染拡大が止まらず、都市封鎖の再導入を含めてあらゆる選択肢が検

討されている。

◼ ウォラーＦＲＢ理事やクラリダＦＲＢ副議長は資産購入ペースの縮小を早めること

に前向きで、インフレ率を押し上げてきた原油相場が高値圏から崩れつつあるこ

とも圧迫要因。

◼ ＣＦＴＣ建玉明細（１１/１６現在）は、２１,０１３枚の買い越し。前週（１７,６３０

枚の買い越し）から拡大。

【前週レビュー】

９月安値を起点とした
上昇チャネル形成中
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◼ NY白金（１月限）は、９月安値を起点とした上昇チャネル形成中。１１月１６日に

ザラバで心理的節目１１００ドルを上抜く場面もあったが、戻りは売られて上ヒゲ

陰線引け。

◼ ９月安値～１１月高値までの上昇に対する３８．２％押しは１０２９ドル。半値押

しは１００３ドル。６１．８％押しは９７７ドル。

◼ ＪＰＸ白金標準先物も、９月安値を起点に上昇トレンド形成中。１１月１７日にザ

ラバで心理的節目４０００円を上抜くも、戻りは売られて上ヒゲ陰線引け。同水

準は７月にも抵抗として機能した。９月安値を中心とした左右相似形を形成して

おり、フラクタルな状況が継続するなら、６月～７月に保合った流れとなる。次に

変化が起こりやすい基本数値・対等数値の時間帯は、１１月２２日の週に集中

する。１０月２８日安値（３６６２円）を終値ベースで、割り込むと、テクニカル的な

売り圧力が高まりやすい。短期的には、同水準の攻防が焦点。

◼ 「金・白金」の鞘は、「金買い・白金売り」の状態。

◼ 電気自動車（EV）の普及で内燃機関車向けの触媒需要は将来減ることが見込

まれるのは弱材料だが、電気分解で水素を生成する際の電極に使う白金は、

燃料電池車（FCV）や、水素の活用が進めば、需要が増えるとの見方も強い。

◼ 米ゴールドマン・サックスは10月のリポートで「白金の自動車向け需要は、パラ

ジウムの代替や燃料電池需要の増加により、EVのシェアが増えても成長する」

と指摘している。

◼ 南アの政情不安（地方選挙で与党のアフリカ民族会議（ANC）が惨敗）や、コロ

ナ感染再拡大などは下値支持要因。

パラジウムからの
需要シフトも

【今週見通し・戦略】
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◼ 先週レポートで≪国内は、産地対比で割安感の大きい期近限月からショートカ

バーとみられる動きがあり、順鞘が縮小する展開となっている。上海ゴムは１５日

に１１月限が納会し期限切れが一掃されることから、徐々に年明けの産地の減産

期を意識した流れとなりそう。

◼ ～中略）。ラニーニャ現象発生年は、天然ゴム生産で世界第一位のタイでは、多

雨となり、タッピング（樹液採取作業）障害が囃される可能性はある。≫としたが、

先週の先限は、上海ゴムが１１月限納会後に、当限が続伸した事や、円安を受

けて、JＰＸゴム先限も２４０円台を回復。１０月の中国小売売上高や、中国鉱工

業生産指数は事前予想を上回った。

◼ 全国生ゴム営業倉庫在庫は、１１月１０日現在１２，８８５トン（前旬比２３８トン減）。

１１月上旬の入出庫は入庫７９２トン、出庫１，０３０トン。

◼ 欧州自動車工業協会（ＡＣＥＡ）によると、１０月の欧州連合（ＥＵ２６）の新車乗用

車登録台数は前年同月比３０．３％減の６６万５００１台。半導体不足による生産

抑制や新型コロナウイルスの感染拡大などを受けて４カ月連続で減少。

◼ ゴム相場と相関の高い原油市場が、前週末に各国の戦略備蓄放出懸念からネッ

クラインを割り込み、下げ加速となっており、ＪＰＸゴムも下値トライから始まりそう。

ＪＰＸゴム先限は、ネックライン（１１/１０安値：２２７．４円）を割り込むと、テクニカ

ル面からの売り圧力が高まる。ドル円が１１５円を上抜けなければ、下値の限度

を試す流れへ。

◼ ただし、季節的には月間で最も強気優位な１２月を控えており、減産期限月に関

しては、テクニカル的な下落局面は、底打ち確認後の買い仕込みとしたい。

【前週レビュー】

【今週見通し・戦略】
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２０２１年 １１月２２日（月）

調査課

菊川 弘之

ＣＸ週間展望（１１月２２日～）

週間展望(11/22～11/28)

〔 〕9

～ 穀物市場（大豆・コーン）～

◼ 先週レポートで≪大豆は１２ドル、コーンは５５０㌣を回復。強気の需給報告で、

ハーベストローは確認された格好。今後は、南米産の生産動向と、中国の駆け

込み輸入が材料視される可能性。１５日の米中首脳会談で、米国産穀物の追

加輸入が出てくれば上値試しとなりそう≫としたが、先週のシカゴ穀物は、価格

下落に伴う輸出用の需要増期待や、エタノール需要の増加期待から堅調推移

となった。

◼ 先週末のシカゴ大豆（１月限）は、小幅安。デイリーでの大口輸出成約が発表さ

れなかったことで、アジアの時間帯の騰勢を維持できずに下押された。

◼ シカゴコーン（１２月限）は下落。降雨に恵まれているブラジル産地の作付進捗

率が順調なうえ、国際穀物理事会（ＩＧＣ）が２１／２２年度の世界生産高見通し

を上方修正したことに圧迫された。

◼ ＣＦＴＣ建玉明細（１１/１６現在）は、大豆が４６,９１７枚の買い越し。前週（２７,５８

４枚の買い越し）から拡大。コーン大口投機玉は、３９９,１８６枚の買い越し。前

週（３７５,２９８枚の買い越し）から拡大。

◼ 週間純輸出成約高（１１月１１日までの週）

大豆：１３７万４９００トン（事前予想レンジ：１２０万～２５０万トン）

コーン：１０４万４６００トン（事前予想レンジ：７０～１４０万トン）。

◼ 米農務省需給報告以降、ハーベストロー（収穫期の安値）確認後の反発局面と

なっているが、今週は原油市場の調整安に追随しそう。サンクギビングデーの

休場も控えており、ポジション調整は進みやすい。２番底を探る流れへ。

【前週レビュー】

【今週見通し・戦略】
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調査課

菊川 弘之

ＣＸ週間展望（１１月２２日～）

週間展望(11/22～11/28)
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～ 原油市場（ドバイ原油・ＣＭＥ原油指数）～

◼ 先週レポートで≪ＮＹ原油（１２月限）は、価格帯別出来高の厚い８２～８５ドル水

準が上値抵抗。ネックライン（１１/４安値：７８．２５ドル）を割り込むと、一時的に

売り圧力が高まる可能性はあるものの、 ８月安値～１０月高値までの上昇に対

する３８．２％押し（７６．１ドル）水準や心理的節目７５ドル近辺では、押し目を買

い直される可能性≫としたが、先週は、直近の石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）月報で

慎重な需要見通しが示されたほか、国際エネルギー機関（ＩＥＡ）月報で、供給拡

大によってタイトな需給環境が和らぐ兆候があると指摘された中、米国が日本を

はじめとする同盟国や中国に対し、政府の石油備蓄放出を検討するよう要請と

伝わり、各国連携による需給緩和を意識した売りが優勢となった。欧州の一部で

新型コロナウイルスの感染者が急拡大していることも重し。

◼ 先週末のＮＹ原油（１２月限）は、大幅反落。一時は７５．３７ドルと１カ月半ぶりの

安値を付けた。オーストリア政府は19日、新型コロナの感染拡大を受け22日から

全土でロックダウン（都市封鎖）を実施すると発表した。全国民にワクチン接種を

義務付ける。同国のワクチン完全接種率は約６５％。ドイツなど他の主要国でも

厳しい規制が導入されるとの見方もあり、欧州の景気減速懸念が強まった。

◼ 米政府が原油の備蓄放出で協調するよう各国に求めたことも引き続き相場の重

荷となっている。米国が原油備蓄の放出を要請したとされる中国や韓国なども協

調して備蓄放出に動くかどうかに神経質な状況となっている。供給不足見通しが

根強いなかでの効果は一時的だが、足元では需給悪化が警戒されていることか

ら、放出された場合に相場を強く押し下げる可能性が意識される。

◼ ＣＦＴＣ建玉明細（１１/１６現在）は、４１５,７８５枚の買い越し。前週（４２１，３１２

枚の買い越し）から縮小。

【前週レビュー】

戦略備蓄放出観測
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〔 〕11

～ 原油市場（ドバイ原油・ＣＭＥ原油指数）～

◼ ＮＹ原油（１月限）は、ネックライン

（１１/４安値：７７．２３ドル）を割り

込み下げ加速。

◼ ８月安値～１０月高値までの上昇

に対する３８．２％押し（７５．０２ド

ル）を試す流れとなった。半値押

しは７２．３ドル。

安値売込みは避けたい

【今週見通し・戦略】

◼ 今年のNY原油は、当先の大幅逆鞘が形成される中、取引最終日直前に急

落・ロールオーバー後に、押し目を買い直されるパターンが繰り返しており、

１９日（満月）に１２月限の取引最終日を控えていたことも内部要因からの売

り要因となった。テクニカル・サイクル面からは、対等数値の時間帯や、満月

接近で、変化が起こり易かった。（１１/１８付：テクニカル分析レポート参照）

◼ 国際エネルギー機関（IEA）月報で、１１～１２月の原油生産の増加見通しが

示されたことや、新型コロナ感染再拡大で需給見通しは弱気に傾きつつある

中、１２月２日の「ＯＰＥＣプラス」会合で、毎月日量４０万バレルずつ増産を

変更して、一段の増産要請に応じるか否かは不透明。価格が下落傾向を強

めており、一段の増産（減産縮小）は回避されそうだ。

◼ ドイツが１６日、ロシアからの天然ガスパイプライン「ノルドストリーム２」の承

認手続きを一時停止したことで、再び天然ガスの供給懸念が浮上している。

稼働は来年３月になるとの見方があり,今冬の供給は間に合わない状況。

◼ また、１１月２９日に予定されているイランと米国の核合意再建に向けた間接

協議も、早々に合意に至る可能性は低い。安値売込みは避けたい。戦略備

蓄放出の規模次第では、Ｖ字の戻りもあるだろう。
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【週間行事予定（11/22～11/28】
　　発表日時は作成段階のものであり、予告なしに変更される場合があります。

日付 時刻 国名 対象 経済指標・行事予定 前回 事前予想

11月22日(月) 20:00 英国 11月 CBI 動向 - 受注 9

0:00 米国 10月 中古住宅販売戸数 6.29 (百万) 6.20 (百万)

0:00 米国 10月 中古住宅販売増減率 7.0%

0:00 ユーロ圏 11月 消費者信頼感指数 速報値 -4.8

16:00 ドイツ Q4 国内総生産 (GDP) 速報値 (前期比) 季調値

16:00 ドイツ Q4 国内総生産 (GDP) 速報値 (前年比) 原数値

17:30 ドイツ 11月 マークイット 製造業購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 57.8

17:30 ドイツ 11月 マークイット サービス部門購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 52.4

17:30 ドイツ 11月 マークイット 総合購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 52

18:00 ユーロ圏 11月 マークイット 製造業購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 58.3

18:00 ユーロ圏 11月 マークイット サービス部門購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 54.6

18:00 ユーロ圏 11月 マークイット 総合購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 54.2

18:30 英国 11月 総合購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 57.8

18:30 英国 11月 製造業購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 57.8

18:30 英国 11月 サービス部門購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 59.1

20:00 英国 11月 CBI 小売売上高 30

23:45 米国 11月 マークイット 総合購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 57.6

23:45 米国 11月 マークイット 製造業購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 58.4

23:45 米国 11月 マークイット サービス部門購買担当者景気指数 (PMI) 速報値 58.7

休場 日本 --- 勤労感謝の日

18:00 ドイツ 11月 IFO 業況指数 (新) 97.7

18:00 ドイツ 11月 IFO 現況指数 (新) 100.1

18:00 ドイツ 11月 IFO 期待指数 (新) 95.4

22:30 米国 10月 耐久財受注 -0.3% 0.2%

22:30 米国 10月 耐久財受注 輸送機器除く 0.5% 0.4%

22:30 米国 Q3 国内総生産 (GDP) 改定値 2.0% 2.2%

22:30 米国 Q3 国内総生産 (GDP) デフレーター 改定値 5.7%

22:30 米国 Q3 コア 個人消費支出 (PCE) 価格 改定値 4.5%

22:30 米国 11月15日, 週次 新規失業保険申請件数

22:30 米国 11月8日, 週次 継続失業保険受給総数

納会 日本 --- ゴムRSS3　2021年11月限納会日

0:00 米国 10月 個人所得 (前月比) -1.0% 0.2%

0:00 米国 10月 実質消費支出 (前月比) 0.3

0:00 米国 10月 消費支出 (前月比) 季調値 0.6% 0.8%

0:00 米国 10月 コア 個人消費支出 (PCE) 価格指数 (前月比) 0.2 0.4

0:00 米国 11月 ミシガン大 消費者信頼感指数 確報値 66.8 66.9

0:00 米国 10月 新築住宅販売戸数 800000 802000

16:00 ドイツ Q3 国内総生産 (GDP) 改定値 (前期比) 季調値 1.8%

16:00 ドイツ Q3 国内総生産 (GDP) 改定値 (前年比) 原数値 2.5%

16:00 ドイツ 12月 Gfk 消費者信頼感指数 0.9%

休場 米国 --- 感謝祭　サンクスギビング・デー

納会 日本 --- 小豆2021年11月限納会日

納会 日本 --- 東京石油製品2021年11月限納会日

8:30 日本 11月 東京都区部コア消費者物価指数 (CPI) (前年比) 0.1%

8:30 日本 11月 東京都区部消費者物価指数 (CPI) 総合 (前年比) 0.1%

18:00 ユーロ圏 10月 マネーサプライ M3 伸び率 (前年比) 7.4%

11月27日(土)

11月28日(日)

11月23日(火)

11月24日(水)

11月25日(木)

11月26日(金)
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【騰落率（月間・週間）】



当資料は情報提供を目的としており、当社取り扱い商品に係わる売買を勧誘するものではありません。内容は正確性、完全性
に万全を期してはおりますが、これを保証するものではありません。また、当資料により生じた、いかなる損失・損害につい
ても当社は責任を負いません。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願いいたします。当資料の一切
の権利は日産証券株式会社に帰属しており、無断での複製、転送、転載を禁じます。

日産証券株式会社
〔 〕14

【ＣＦＴＣ建玉明細】
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【ＣＦＴＣ建玉明細】
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ても当社は責任を負いません。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願いいたします。当資料の一切
の権利は日産証券株式会社に帰属しており、無断での複製、転送、転載を禁じます。
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【金ＥＴＦ（ＳＰＤＲ）】

【ＥＩＡ在庫】



当資料は情報提供を目的としており、当社取り扱い商品に係わる売買を勧誘するものではありません。内容は正確性、完全性
に万全を期してはおりますが、これを保証するものではありません。また、当資料により生じた、いかなる損失・損害につい
ても当社は責任を負いません。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願いいたします。当資料の一切
の権利は日産証券株式会社に帰属しており、無断での複製、転送、転載を禁じます。

日産証券株式会社
〔 〕17

【留意事項】

当社が取り扱っている金融商品等にご投資いただく際には、各商品等に所定の手数料や諸経費等

をご負担いただく場合があります。また、各商品等には価格の変動等により損失を生じる恐れが

あります。商品や取引によっては、投資元本を超える損失が発生することがあります。各商品等

ごとに手数料等及びリスクは異なりますので、各商品等へのご投資にかかる手数料等及びリスク

については、当該金融商品等の取引概要やリスク説明等、契約締結前交付書面、目論見書、お客

様向け資料等を十分にご確認ください。

＜商号等＞ 日産証券株式会社（〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-38-11）

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第131号 商品先物取引業者

＜加入協会＞ 日本証券業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人金融先物取引業協会

当資料は情報提供を目的としており、弊社取扱商品に係る売買を勧誘するものではありません。

内容は、正確性、完全性に万全を期してはおりますが、これを保証するものではありません。ま

た、当資料により生じた、いかなる損失・損害についても当社は責任を負いません。投資に関す

る最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願い致します。


